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＜研究の概要＞ 

 道の駅を交通、物流、地域交流および防災拠点として活用するための機能を論じ、広域ネットワークでの拠点

間の近接性等を踏まえて、拠点毎に各機能の有効性を指標化する手法と多目的最適配置計画手法を確立す

る。 

 

＜中間評価結果＞ 

道の駅の利用状況等の調査のほか、性能照査項目の設定、分析用データベースの作成、広域交通・物流と

地域交流・災害時拠点の両観点からの性能照査手法の構築等を進め、研究成果を得ている。今後の研究の見

通しにおいても成果が期待できることから、現行のとおり推進することが妥当であると評価する。 

 

＜参考意見＞ 

1. 最適配置計画のモデル化の際には、平常時と災害時、近隣需要と広域需要といった条件（枠組み）の違い

が「多目的最適化」にどのように反映されるのかを明確にしていただきたい。 

2. 定量的評価指標とその重み付けの推定法について、科学的に根拠のある方法を提案いただきたい。 

3. 今年度検討対象としなかった交通結節点としての機能などについても、性能照査の項目に加えることを検討

いただきたい。 

4. 道の駅の機能強化という側面に留意しながら研究を進めていただきたい。 

 

 
※本中間評価は、新道路技術会議の各委員が評価を行い、第 39 回新道路技術会議において審議したものである。 

 




